
 

 

 

 

  

 

 

 

第３３回卒業証書授与式 

 ３月７日（土）、令和７年度の卒業式を行いました。今年度の卒業生は１４５名、当日は時折冷

たい雨が降るようなあいにくの天気でしたが、たくさんの来賓、保護者の方にご来校いただ

き、卒業生の旅立ちを見守ってもらいました。それに応えるかのように、卒業生も堂々とした

振る舞いで主役としての役割を果たしました。式後の学活では３年生教室の至る所で涙。忘れ

られない一日となりました。 

周りの方たちから卒業を祝ってもらうのは当たり前のことですが、下級生から慕われる様

子からは日頃から信頼関係を築いてきたことが伺われました。湖東中での学びを忘れずに、

それぞれの進路で輝いてくれることを期待しています。 

そして今年度もパート活動で準備を進め、パートリー

ダーを中心とした生徒の自主的な活動を促しながら当

日を迎えました。パートリーダー会を行って連携を図り、

式典の一部もパートで行うなど、１，２年生にとっても成

長の場とすることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松江市立 湖東中学校 学校だより            

                               令和 8年３月１３日 

３月号 

                      （アンセム 応援歌）      文責：校長 

Anthem 
 
 

旅
人
が
、
建
築
現
場
で
作
業
を
し

て
い
る
人
に
「
何
を
し
て
い
る
の
か
」

と
質
問
し
た
。 

一
人
目
の
作
業
員
は
「
レ
ン
ガ
を
積

ん
で
い
る
」と
答
え
た
。 

二
人
目
の
作
業
員
は
「
壁
を
造
っ
て

い
る
」と
答
え
た
。 

三
人
目
の
作
業
員
は
「大
聖
堂
を
造

っ
て
い
る
。
神
を
讃
え
る
た
め
に
ね
」

と
答
え
た
。 

（
「
も
の
の
見
方
が
変
わ
る
座
右
の

寓
話
」
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
携
書
よ
り
） 

 

学
校
教
育
に
当
て
は
め
て
み
る
と
、

一
人
目
、
二
人
目
の
教
員
の
答
え
は

「
数
学
を
教
え
て
い
る
」
「
生
活
指
導
を

し
て
い
る
」
な
ど
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
こ
の
答
え
は
間
違
い
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
現
実
的
に
、
ど
の
教
員
も
目
の

前
に
い
る
生
徒
に
勉
強
を
わ
か
る
よ

う
に
さ
せ
た
い
、
世
の
中
の
ル
ー
ル
を

教
え
た
い
と
い
う
思
い
で
日
々
生
徒

に
接
し
て
い
る
か
ら
で
す
。 

こ
ど
も
た
ち
の
学
び
を
支
え
て
い

る
学
校
で
す
が
、
実
は
大
き
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。 

三
人
目
は
き
っ
と
「
日
本
の
将
来
を

（
担
う
人
材
を
）
つ
く
っ
て
い
る
」
と
答

え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
常
に
そ
ん
な
意

識
を
も
ち
た
い
も
の
で
す
。 

 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

1 水 学年始休業　　　　　　　部活休止

2 木

3 金 パートリーダー会

4 土

5 日

6 月

7 火 学年始休業終了

8 水 始業式・着任式、パート会　　弁当

9 木 入学式　　　　　　　　　　　弁当

10 金 給食開始、生徒会集会、生徒会説明会

11 土

12 日

13 月 個人写真撮影、１年交通安全教室

14 火
対面式、身体測定

学年任命式、１年部活動見学・体験開始

15 水 新入生テスト

16 木 ２、３年学力テスト、専門委員会

17 金 １年耳鼻科検診　　　保護者面談

18 土

19 日 しまね家庭の日

20 月

21 火

22 水 ３年、特支学級内科検診

23 木
３年全国学力調査

１年心電図検査

24 金

25 土

26 日

27 月

28 火 学級生徒会　　全学年眼科検診

29 水 昭和の日

30 木

学校運営協議会 

2 月 18 日（水）に学校運営協議会を行

いました。３回目となる今回は５名の委員

の皆様に保護者、生徒、教職員の学校評価

の結果、併せて自由記述について全て提示

しご意見をいただきました。 

 行事の中で体育祭と校内音楽会は特に

保護者の関心が高く、観覧方法について意

見も多かったことから次年度の持ち方に

ついての方向性を示し、了承いただきまし

た。一方で、本来の行事は生徒を育てるた

めのものであることから保護者に一定の

理解を求めることも必要であるとのご意

見もいただきました。 

その他、「学校や先生方のことを保護者

にもっと理解してもらうことが必要なの

ではないか」「校外での問題は警察へ相談

するよう促しているようであるが、全家庭

への情報共有が有効だったこともある」

等、今後の学校運営に参考となるお話もし

ていただきました。 

 

学園教育推進会議 

 同日、湖東中に大庭、竹矢地区の教育関

係者が集まり、今年度２回目の学園教育推

進会議を行いました。校区内の幼稚園・保

育所の園長先生方も加えて 16 名、小中一

貫教育の視点で今年度取り組んだことに

ついて協議しました。 

 湖東中としては、地域の行事にボランテ

ィアで参加する生徒が年々増加し、今年度

も多数であったこと、保育体験を行った３

年生の態度がとても良かったことなど、地

域の一員として役割を果たしていること

を評価していただきました。 

大庭てらこやでは湖東中出身の高校生

が小中学生をサポートする立場で参加し、

よいサイクルができつつあるようです。生

徒が地域に出て学ぶ機会がたくさんあり、

生徒の育成に関わる手立てが地域に講じ

られていることを感じました。次年度も地

域とともに歩む湖東中でありたいと願っ

ています。 


